
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ３ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立浦和第一女子高等学校 ）  
 

目 指 す 学 校 像 
 世界で活躍できる知性と教養、逞しさを備え、社会に貢献する高い志を持った 

魅力あるリーダーを育成する女子高校 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ グローバルな視点で学びを支援し、自ら進路を切り拓く一女生を育成する。 

２ 部活動や学校行事などを通して、何事にも主体的に取り組む一女生を育成する。 

３ 外部連携を一層推進するとともに、一女の教育活動を積極的に発信する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者    ８名 

    生徒       ２名 

    事務局(教職員) １１名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （   ２ 月  １ 日  現 在 ）  実施日 令和４年２月１９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 計画的な進路指導、学習指導等に

より、県内トップレベルの学力の生

徒たちの意欲を喚起して、成果を上

げている。 

 また、昨年度の臨時休業時の経験

を踏まえ、Google Classroom の有効

活用等さらに ICT を効果的に活用し

た授業や行事への取組を探っていく

ことが求められている。 

 ＳＧＨ事業自体は終了したが、本

校が築いてきた探究学習の精神・ノ

ウハウを継承してくことが課題とな

っている。 

①授業改善へ

の取組に対

する共通理

解 

 

 

②全職員によ

る組織的な

進路指導 

 

③SDGｓを軸と

した探究学

習に関する

取組 

①アンケート等により、生徒の主体

的な学びを支援する体制を検証す

る。 

①情報、ノウハウの共有化を図り、

ICT を活用した授業実践を推進す

る。 

②複数回の生徒面談を通じ、的確な

生徒理解と進路指導を行う。 

②進路研修会を実施し、学年、教

科、分掌の緊密な連携により、効

果的な進路指導を行う。 

③総合的な探究の時間を中心に、

SSH、旧 SGH の取組を継続して進

める。 

①主体的な学びに関するアン 

ケート項目の肯定的回答８割

程度 

①ICT の活用に関する研修会  

の実施状況 

 

②複数回の生徒面談の実施状況 

②進路研修会の実施状況 

 

 

③探究学習等に関するアンケー

ト項目の肯定的回答８割程度 

①生徒アンケート質問項目「動画授業によ

る学習支援」に対して、よかった、概ね

よかったが 83.9％「興味関心を高める授

業が行われている」は 90.6％、適切な教

育課程が設定されているが、96.2％であ

った。 

①同時双方向授業研修、ＢＹＯＤに関する

研修会をそれぞれ実施した。 

②担任との面談は３回程度行っている。 

②全体の統一的研修会は５月に実施、学年

ごとにはそれぞれ複数回実施している。 

③生徒アンケート質問項目「国際交流、グ

ローバル教育が充実している」に対し

て、よかった、概ねよかったが 90.9%、

「ＳＳＨ活動が充実している」が 94.1％

であった。 

Ａ 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 本校はＢＹＯＤの先進的な

学校であるが、国及び県の動

向等を見据えて、今後のＩＣ

Ｔ活用方針を考えていく必要

がある。 

 学習支援、進路指導につい

ては、一定の成果を上げてい

るが、常に生徒の状況を詳細

に把握し、対策を講じていく

必要がある。 

 

 高い授業評価は、対面・オンライン

いずれも質の高い双方向の授業が充実

しているからと考える。 

 生徒アンケートで、多くの生徒が肯

定的評価をしている点は大変すばらし

い。そうした中で、生徒アンケートの

結果から見える満足しない生徒の存在

は、更に教員の工夫を引き出す手掛か

りとなると思う。  

２ 

 部活動や学校行事などに積極的に

取り組む生徒が大多数であるが、悩

みを抱える生徒も増えてきており、

組織的な支援に取り組んでいる。 

昨年度は、部活動や学校行事など

が、中止や変則的な実施とならざる

を得なかったため、その継続性を図

っていくことが、課題である。 

生徒のメンタルヘルスについて

は、家庭との連携を大切にし、教育

相談をさらに強化していくことが求

められている。 

①部活動や学

校行事にお

ける対応と

支援 

 

 

 

②教育相談体

制の充実 

①部活動や各学校行事において生徒

たちが主体的に活動できる環境づ

くりを行う。 

①状況により、代替案を用意するな

ど、臨機応変に対応し、行事等の

流れを切らさないようにする。 

 

②教育相談に関する知識・情報等を

得るための研修会を実施する。 

②スクールカウンセラーとの連携を

一層進める。 

①部活動、各行事に関するアン

ケート項目の肯定的回答８割

程度 

①活動が制限された場合の代替

行事等の実施状況 

 

 

②研修会の実施状況 

②スクールカウンセラーの活用

状況 

②支援を必要とする生徒の情報

共有状況 

①生徒アンケート質問項目「学校行事や部

活動についての自分の取組」に対して、

充実している、普通に取り組めているが

96.8％、「学校行事や生徒会活動が盛ん

である」が 96.9％、「部活動が活発であ

る」が 96.2％であった。 

①新型コロナウイルス感染症拡大防止対応

として、中止となったスポーツ大会の代

替として、Google Meet を活用した全校

クイズ大会を実施した。 

②生徒状況に関する情報交換をメインに研

修会を行った。 

②教育相談総実施回数 31回。 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

 この２年間で、学校行事等

の変則的な事態に対応するノ

ウハウを蓄積してきたが、さ

らに検討を進め、教育的効果

の高い形を模索していくこと

が求められる。 

 スクールカウンセラーを２

人体制にして、教育相談の回

数を増やしているが、今後も

継続してきめ細やかな対応を

行う必要がある。 

 

 コロナ禍で諸活動が制限される中、

部活動や学校行事等で、今できること

を探りながら、工夫して行っている様

子が伺え評価できる。 

 生徒の心のケアのための教育相談体

制も充実し、きめ細やかな対応が感じ

られる。スクールカウンセラー２人体

制の継続を、お願いしたい。 

３ 

昨年度、コロナ禍対応に迫られる

状況下においても、ＨＰ、一斉メー

ル、Google Classroom 等を活用し、

教育効果を上げたことは、大いに評

価されている。さらにその培ったノ

ウハウを、生かしていくこが肝要で

ある。 

また、学校説明会など、できうる

限りの工夫と努力で実施したこと

は、評価され結果も出している。そ

の維持・向上が課題である。 

昨年度、条件の限られる中で、浦

和駅とのコラボレーションなど新し

い取組を行ったことも、大いに評価

されている。今年度も臨機応変な対

応が求められる。 

①本校教育活

動に関する

情報発信の

充実 

 

 

 

 

 

②外部機関と

の連携 

 

①全教職員でＨＰの更新など情報発

信を積極的に行っていく。 

①昨年度培った Google Classroom 

の活用のノウハウを共有化し、さ

らに進めていく。 

①どのような条件下であっても、柔

軟な対応により、学校説明会を実

施する。 

 

②一昨年度まで行ってきた地域や外

部機関との連携を復活し、これか

らも継続していけるようにする。 

②PTA 及び同窓会との連携を充実さ

せる。 

①ＨＰのアクセス回数２９万回

以上 

①Google Classroom を用いた情

報発信の状況 

①授業公開及び学校説明会の実

施状況 

 

 

 

②外部機関と連携した行事の実

施状況 

②保護者アンケートにおける学

校満足度８割以上 

①ＨＰアクセス件数約 68 万件、ＨＰ更新回

数 297回（12月末日現在）。 

①Google Classroom を学年・教科・クラス

等の連絡ツールとして使用している。 

①学校説明会を６回、ミニ説明会を２回実

施し、1352組の来校があった。 

②新型コロナウイルス感染症拡大防止対応

により機会は減ったが、地元警察の要請

により、美術部が調宮神社のスタンプを

制作するなど可能な連携を実施してい

る。 

②保護者アンケート項目「子供を入学させ

て良かったか」に対して、とてもそう思

う、そう思うが 96.9％であった。 

Ａ 

 

 

 

Ｂ 

 行事や部活動等の取組・成

果について、その都度ＨＰの

更新を行っており、中学生や

その保護者に大変好評である

が、この取組を継続して行っ

ていくことが大切である。 

 外部機関との連携について

は、先方の条件との兼ね合い

もあり難しい部分もあるが、

新しい形も含めて検討する必

要がある。 

 

 土曜授業や学校説明会の実施など、

数多くの公開はとても充実していると

感じる。 

 リニューアルされてから、ＨＰは一

女の魅力をより多くの人に感じていた

だけるものになったと思う。更新回数

も多く、積極的に情報発信しているこ

とがわかる。 

 利用できる外部の力を使っていただ

きたい。コロナ終息後は、地域行事へ

の参加もよろしくお願いしたい。  

 


